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　　　環 境 経 営 方 針

a．CO2の削減（電気使用量、燃料の抑制ガソリン、軽油、など）

b．廃棄物の分別・再利用、リサイクルを心掛け排出量を削減

c．排水量の削減及び水使用量の削減

d．環境に配慮した施工。（事故防止・手もどり防止・苦情防止・創意工夫等）

e．ｸﾞﾘｰﾝ購入を推進する（※環境に配慮した原材料、事務用品の使用）

f．環境関連法令・法規等を遵守します。

g．ボランティア活動等を通じて、地域貢献に取り組みます。

ｈ．健康経営に取り組みます。

制定日平成20（2008）年03月30日
改定日令和 4（2022）年07月11日

                                                       佐賀県佐賀市西与賀町大字高太郎1798番地３

この環境経営方針を全社員に周知し、教育・訓練など活動を通じて環境経営に関する
意識の向上を図ります

　　　                         　　　代表取締役 　宮城直人

1.  環　境　経　営　方　針

　会社基本理念及び環境経営方針

　　　　基　　本　　理　　念

 　地球環境の保全が人類共通の最重要課題の一
つであることを認識し、企業活動のあらゆる面で地
球環境への影響を最小限とします。維持によって環
境問題への取組を推進し、社会と未来環境への貢
献を図ります。

　当社は建設業の一員として事業内容を通じて環境経営目標を定め成果を把握し継
続的管理を行い向上に努めます

環境への影響を軽減するために環境経営活動を実施します。
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事　務　所：

　

資材置き場：

④ 事業概要

⑤ 認証・登録範囲

対象組織

対象範囲

⑥ 会社規模
（事業年度：7月～翌年6月）

単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度

事務所
床面積

1,500

従業員数 人 10

資材置場 ㎡ 1,500

10

㎡ 75 75

10

75

1,500

  E-mail miyagikensetsu@vesta.ocn.ne.jp

                              佐賀県知事建設許可　5810号

　佐賀県知事産業廃棄物収集運搬許可4101077089号

売上高 百万円 226 259

全組織

土木工事業、浚渫工事業、舗装工事業、とび・ 土工工事業、造園工
事業、水道工事業

土木工事業、浚渫工事業、舗装工事業、とび・ 土工工事業、　造園工
事業、水道工事業、解体工事業

159

〒８４０－００３６

　佐賀県佐賀市西与賀町大字高太郎1798番地3

　佐賀県佐賀市西与賀町大字高太郎1798番地6

③
環境管理責任者
担 当 者 氏 名
連　 　絡 　　先

　取締役専務　　宮城　敏恵

  TEL：0952-22-2608

  FAX：0952-23-2290

② 　会社所在地

　２.　　　組　織　概　要

① 　会社名・代表者氏名

　　　　　　　　　　　　　有限会社宮城建設

　　　　　　　　　　　　　 代表取締役　　宮城直人
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所　　属

代表取締役
社　　　　 長

環境管理
責任者専務

EA２１事務局

工務部
部　　長

工務部
課　　長

〃

総務部長

〃

〃

令和5年6月現在

EA21文書の作成・維持・管理

最新環境関連法規などの把握すること

電力の抑制・グリーン購入・節水・緑化など管理する。

　３.　　エコアクション21実施体制

代表取締役

環境管理責任者　　　　取締役専務

ｴｺｱｸｼｮﾝ21事務局

工務部長 総務部長

廃棄物の分別再利用・リサイクルなど管理

廃棄物の分別
再利用・リサイクル等

燃料の抑制
『全車両、重機など』

環境関連
法令・法規・環境

教育など

電力の抑制・グリー
ン購入・節水・緑化

役割・責任・権限

全体統括、環境経営方針の設定、環境への取組を実施するための資源の準備、全
体の評価と見直し

環境管理責任者として、環境経営システムを構築し、運用し、その状況を社長に報
告する。

1ヶ月１回開催し、環境目標の達成状況及び環境活動計画の実施状況を審議す
る。

最新環境関連法規などの把握することや社員全員に教育すること。

車両系の管理燃料の抑制する。
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１．二酸化炭素排出量の削減

令和4年度1%減 令和5年度2%減 令和6年度3%減

環境目標 kg・co２ 25,937.90 25,678.52 25,419.14 25,159.76

取組目標 kWh 790.00 782.10 774.20 766.30

取組目標 ℓ 5,843.99 5,785.55 5,727.11 5,668.67

取組目標 ℓ 4,683.67 4,636.83 4,590.00 4,543.16

取組目標 ㎏ 4.26 4.22 4.17 4.13

令和4年度1%減 令和5年度2%減 令和6年度3%減

環境目標 ㎏ 145,368.20 143,914.52 142,460.84 141,007.16

環境目標 ㎏ 117.18 116.01 114.84 113.66

令和4年度1%減 令和5年度2%減 令和6年度3%減

環境目標 ㎥ 79.00 78.21 77.42 76.63

令和4年度 令和5年度 令和6年度

取組目標 件数 0 0 0 0

令和4年度 令和5年度 令和6年度

事務 コピー用紙他 コピー用紙他 コピー用紙他 コピー用紙他

現場 生コンクリート他 生コンクリート他 生コンクリート他 生コンクリート他

令和4年度 令和5年度 令和6年度

取組目標 遵守 遵守 遵守 遵守

令和4年度 令和5年度 令和6年度

取組目標 回 2 2 2 2

令和4年度 令和5年度 令和6年度

取組目標 回 1 1 2 2

ボランティア活動

7．地域貢献(環境保全清掃活動の推進)

　目　　　標 単位
基　準　値

(令和3年度)

年度毎目標値

年度毎目標値

明るい職場環境作り定期的健康診
断を行う

尚、二酸化炭素排出量削減で使用する電気使用量の排出係数は、九州電力の2022年度の排出係数0.382（kg-co2）/kWhを使用した。

環境関連法令法規などを遵守、
実施

8．健康経営の取り組み(環境と健康活動の推進)

　目　　　標 単位
基　準　値

(令和3年度)

年度毎目標値

年度毎目標値

環境に配慮した施工（事故０）

5．グリーン購入の推進（佐賀県産の購入）

　目　　　標 種類
基　準　値

(令和2年度)

年度毎目標値

６．環境関連法規など遵守

　目　　　標 単位
基　準　値

(令和3年度)

取組目標
ｸﾞﾘｰﾝ購入の推進
（佐賀県産の購入）

年度毎目標値

産業廃棄物排出量の削減

一般廃棄物排出量の削減

3．水資源使用量の削減

　目　　　標 単位
基　準　値

(令和3年度)

年度毎目標値

　　目　　標 単位
基　準　値

(令和3年度)

水使用量の削減

4．環境に配慮した施工

　目　　　標 単位

電気使用料の削減

ガソリン使用量の削減

軽油使用量の削減

ガス使用量の削減

2．産業廃棄物の削減

基　準　値
(令和3年度)

二酸化炭素排出量の削減

4.　環境経営目標

　　目　　標 単　位
基　準　値

(令和3年度)

年度毎目標値

5



１．二酸化炭素排出量の削減

１）輸送に伴う環境負荷の低減(ｶﾞｿﾘﾝ、軽油の使用量）

2）日常業務(電気使用量)の管理に当たっての配慮

　①空調の適温化（冷房26℃程度、暖房22℃程度）を徹底する。

　②照明の適正化、昼光の利用、スイッチの適正管理を積極的に行う。

　3）ガス使用量の削減

　①必要なときのみ湯沸かしを使用する。

２．産業(一般)廃棄物排出の削減

3）産業廃棄物の発生そのものを抑える取組

３．水使用量の削減環境への影響を軽減するために環境経営活動を実施します。

５．ｸﾞﾘｰﾝ購入の推進

６．環境関連法規など遵守

７．地域貢献(環境保全清掃活動の推進)

8．健康経営の取り組み

　５.　　主要な環境経営計画　　

　①アイドリングストップ等運転方法の配慮（急発進・急加速や空ふかしの排除、駐停車中の  エンジンの停止等を行う。

　②ﾀｲﾔの空気圧を定期的に確認し、適正値（メーカー指定の空気圧）を保つように努める。

　③流し、トイレ使用後の止水を確実に行う。

１）再生紙の使用

　①コピー用紙、コンピュータ用紙、トイレットペーパー、その他の紙について、再生紙への転換を進める。

　①使い捨て製品（紙コップ、使い捨て容器入りの弁当等）の使用や購入を抑制する。

　当社は建設業の一員として事業内容を通じて環境経営目標を定め成果を把握し継続的管理を行い向上に努めます

1）節水及び水の効率的な利用

　①給水時には、蛇口の閉め忘れ防止を徹底する。

　②ホースに止水レバーを取付ける。

2）紙の使用量の抑制

　①使用済用紙の裏紙を利用する。

　1)社内全体の健康経営に対する意識が高まる

　　①生活習慣の改善を目的とした勉強会を設けたり、感染症対策を取り入れたり必要なことや取り組みやすいものから
徐々に導入していきたいです。

1）事故ゼロ

４．環境に配慮した施工

1) 環境関連法令法規などを遵守、実施

　　①法的義務化書類を作成、届出、記録、保管

  ①朝礼で危険予知活動（ＫＹＫ）を行うこと。

　1) 佐賀県産の購入

　　①地産地消を実施。　　　　　　　　②佐賀県産の利用。

  ②各現場内を巡視すること。

  ③各現場の安全パトロールを実施すること。

　1) 環境保全清掃活動の推進

　　①ボランティア活動(河川道・道路清掃、公園清掃、災害時活動)
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○：達成できている　　  

×：達成できていない　　  

１．二酸化炭素排出量の削減

環境目標 kg・co２ 25,937.90 25,678.52 26,034.53 ×

取組目標 kWh 790.00 782.10 258.79 ○

取組目標 ℓ 5,843.99 5,785.55 13,829.06 ×

取組目標 ℓ 4,683.67 4,636.83 11,942.67 ×

取組目標 ㎏ 4.26 4.22 4.02 ○

㎏ 145,368.20 143,914.52 148,228.00 ×

t 117.18 116.01 114.63 ○

環境目標 ㎥ 79.00 77.42 75 ○

取組目標 件数 0 0 0 ○

事務 コピー用紙他 コピー用紙他 コピー用紙他 ○
現場 生コンクリート他 生コンクリート他 生コンクリート他 ○

取組目標 遵守 遵守 遵守 ○

取組目標 回数 2 2 2 ○

取組目標 回数 1 1 1 ○

取組目標
ｸﾞﾘｰﾝ購入の推進
（佐賀県産の購入）

基　準　値
(令和3年度)

令和4年度
目標値

令和4年度
実　　績

　目　　　標 単位

６．環境関連法規など遵守

　目　　　標 単位 基　準　値
(令和3年度)

達成状況

ボランティア活動

明るい職場環境作り定期的健
康診断を行う

　※二酸化炭素排出量削減で使用する電気使用量の排出係数は、九州電力の2022年度の排出係数0.382（kg-co2）/kWhを
使用した。

令和4年度
実　　績

達成状況

環境関連法令法規などを遵
守、実施

8．健康経営の取り組み(環境と健康活動の推進)

　目　　　標 単位 基　準　値
(令和3年度)

令和4年度
目標値

令和4年度
実　　績

達成状況

令和4年度
目標値

7．地域貢献(環境保全清掃活動の推進)

達成状況

環境に配慮した施工（事故０）

5．グリーン購入の推進（佐賀県産の購入）

　目　　　標 種類 基　準　値
(令和3年度)

令和4年度
目標値

令和4年度
実　　績

達成状況

　目　　　標 単位 基　準　値
(令和3年度)

令和4年度
目標値

令和4年度
実　　績

令和4年度
目標値

令和4年度
実　　績

達成状況

総排水（給水量）削減

4．環境に配慮した施工

環境目標

産業廃棄物排出量の削減

一般廃棄物排出量の削減

3．水資源使用量の削減

　目　　　標 単位 基　準　値
(令和3年度)

達成状況

二酸化炭素排出量の削減

電気使用料の削減

ガソリン使用量の削減

軽油使用量の削減

ガス使用量の削減

2．産業廃棄物の削減

　　目　　標 単位 基　準　値
(令和3年度)

令和4年度
目標値

令和4年度
実　　績

6.　環境経営目標の実績及び達成状況

 

　　目　　標 単位 基　準　値
(令和3年度)

令和4年度
目標値

令和4年度
実　　績

達成状況
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 令和4（2022）年度（Ｒ4年7月～Ｒ5年6月）、環境活動の達成状況について、報告いたします。

令和5年度の取組内容は、令和4年度の取組内容を継続します。

　3）水使用量の削減は、目標を達成しました。節水意識の高まりによるものだと思います。

　4)環境に配慮した施工（事故０）は、目標を達成しました。施工管理の徹底によるものだと思います。

　5)ｸﾞﾘｰﾝ購入の推進は、目標を達成しました。佐賀県産の購入を実施しています。

7.2次年度の取組内容 

　6)当事業所に適用される環境関連法規の遵守状況を確認した結果は、違反などありません。目標を達成しました。

　7)地域貢献(環境保全清掃活動の推進)は、目標を達成しました。年間二回の清掃活動を実施していました。

　8)健康経営の取り組み(環境と健康活動の推進）については、経済産業省より健康経営優良法人を認定されました、
目標を達成しました。

　　①環境活動を積極的に取り組んでいるが、工事現場が増えたため、目標達成しませんでした。

　2)総産業廃棄物量排出量の削減は、令和3年度実績から削減できませんでした。

7.　 環境活動の取組結果・評価及び次年度の取組む内容

7.1環境活動の取組結果の評価

　1)二酸化炭素排出量の削減は、 令和4年度目標値から削減できませんでした。

　　①工事実績が伸びたため、ガソリンなど現場ともに使用しており、目標を達成しませんでした。
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　　尚、主要な環境関連法は、廃棄物の処理、清掃に関する法、騒音規制法、振動規制法、

　　建設リサイクル法、フロン排出抑制法等です。

　また、関係機関からの指摘、利害関係者からの訴訟もありませんでした。

・令和4年度の佐賀県、市のボランティア活動は2回参加しました。

・会社周辺地域の清掃活動に継続しています。

１）評　　価

２）見直し・指示

　　②環境目標は、無理なく令和4年度基準として準じること。

　　③今後とも、会社一丸となって経営活動を実施すること。

　　④５S活動は、継続すること。

　　⑤報告・連絡・相談は密にすること。

　　⑥コロナに負けず、心身とも健康に、事故を起こさないように心掛けること。

　　⑦3ム（ムリ、ムラ、ムダ）活動に取り組むこと。 

　　⑧実施体制の変更なし。

　　①環境経営方針は、環境健康を重視するように努める。

　　　　　8.　環境関連法規への違反、訴訟の有無

　　　　　9.　環境コミュニケーション（地域貢献活動報告）

　　　　　10.　代表者による全体の評価と見直し・指示

　　①全員で健康経営に取り組んでいるため、経営面においても大きな成果が期待でき
た。

　　②環境への影響を軽減するために環境経営活動を実施しました。

　　③社員は、報告・連絡・相談　を密に行っています。

　　④5S活動は、継続して実施しています。

　当事業所に適用される環境関連法規の遵守状況を確認した結果は、違反ありませんでした。
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